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地区懇談会 校長挨拶・学校の様子及び現状説明 

令和 8年 7月 7日(火)   

  校長の齊藤でございます。 

皆様、本日は大変お忙しい中、また、お足元の悪い中、地区懇談会にご出席いただき、誠に

ありがとうございます。また、日頃から本校の教育活動にご理解とご協力をいただいております

ことに、心より感謝申し上げます。本日は、はじめに、時間をいただき、前半で学校の教育活動

や生徒たちの頑張っている様子、夏季休業中の生徒指導についてお伝えし、後半で現在学校

が抱えている課題について、現状と今後の対応を説明させていただきます。学年ごとの詳細は、

この後、教室で、それぞれ担当教職員が説明します。 

 

はじめに【学校の様子と生徒たちの頑張りの様子】をお話します。 

 

それでは、資料をご覧ください。はじめに今年度の学校生活等の変更点と確認点を載せてい

ますのでご確認ください。部活動の活動日時の変更に伴い、こどもの居場所づくりとして、地域、

保護者有志の方々により、水曜日の放課後に「花咲山」が、大倭ふれあい学習館で、主に体験

活動を中心に運営されています。同じく地域の方々により、久米公民館や体育館で水曜日の放

課後に「久米ティーンズルーム」が、ニュースポーツなどを中心に運営されています。それぞれ

生徒も利用させていただいており、生徒の健全育成に寄与していただいております。ありがとう

ございます。 

自立応援室の「たんぽぽルーム」は、様々な理由で学校に行くことが難しかったり、教室にい

たりすることが難しくなった場合に利用できる部屋で、担当は、小林先生で、山元支援員が常

駐して支援をしています。お子様が長期欠席等でお悩みになっておられる保護者の方はご相

談いただければと思います。 

 

下のページには、生徒会本部や専門委員会が自分たちで学校をよりよくしていこうと取組を

行っている一例を載せています。生徒会本部によるいじめ防止の取組、学級委員会による授業

前後のあいさつや時間を守る取組、体育委員会の体育館開放、図書委員会によるおすすめ図

書の紹介や貸出冊数コンテスト、美化委員会によるロッカー環境強化週間など、生徒自身が

主体的に学校生活をより良くしようと努力しています。 

本校の多くの生徒たちは、日々の学校生活の中で、一生懸命に学習や活動に取り組んでい

ます。そして、授業では、真剣に学習に取り組む姿が見られ充実した学校生活を送っています。 

 

部活動においても、生徒たちは目標に向かって努力を続けています。美作総体・県予選会で

は、それぞれがこれまでの練習の成果を発揮しようと最後まで全力で取り組みました。吹奏楽

部は地域の小学校を訪問し、演奏や楽器紹介を通して音楽の楽しさを伝えました。総合文化

部も、それぞれの作品制作に意欲的に取り組んでいます。 

 

また、本校では地域とのつながりを大切にしています。久米中ほっとカフェでは、生徒ボラン

ティアが地域の方々との交流を深め、さらに、学校運営協議会の委員の皆様をはじめ、多くの
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地域の皆様に学校を支えていただいています。 

「ほっと カフェ」は、明日午後１時から家庭科室で行います。また、５時間目を２年生の公開

授業としています。 

 

次に、生徒につけてほしい力、なりたい自分になるための力を載せています。人のことを大切

にして聴くことを第一に教職員と生徒で共通理解し、・自分と向き合う力・自分を高める力・他

者とつながる力 これらを意識して私たちは、授業や日々の活動に取り組んでいます。 

 

裏側をご覧ください。 

夏休み中の生徒指導についてご確認ください。 

１ 万引きや窃盗等の問題行動について、未然防止に努めてください。また、匿名流動型犯

罪等が増加しています。いわゆる、「とくりゅう」とは、SNS で集められ、互いに知らない者同士

が、指示役の命令で犯罪を行う集団のことです。「高収入」「簡単な仕事」という募集をきっか

けに、犯罪に巻き込まれることが多く、一度関わると脅されて抜け出せなくなる危険があります。

従って、スマートフォンや携帯電話、インターネット上のトラブルや使用時間について、御家庭に

おいても御指導・御支援ください。 

２ 河川・海・プール等での水難事故、落雷事故、熱中症事故等には十分注意してください。

また、交通ルール・マナーについて、御指導お願いします。自転車については、命を守るために

ヘルメットの着用の指導をお願いします。 

３ お子様に対しての不安や悩みがありましたら、遠慮なく御相談ください。学校から専門機

関を御紹介させていただくことも可能です。 

４ 夏季休業中は家族との時間を有効に使っていただくと共に地域行事等へのお子様の参

加を促していただくなど、地域全体でお子様を育てていく環境づくりに御協力をお願いします。 
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次に 

【校外における問題行動の現状と対応】 

について述べさせていただきます。資料はありません。 

 

今、学校として大きな課題となっていることがあります。 

本校では、ここ３年ほど、一部の生徒による校外での問題行動への対応が継続的な課題と

なっています。 

地域住民の方々や関係機関から、学校には次のような情報が寄せられています。 

・コンビニエンスストアや公共施設等での迷惑行為 

・飲食物の食べ散らかしやゴミの放置、散乱 

・喫煙行為 

・爆竹等を使用した危険行為 

・バイクの無免許運転などの違法行為 

・地域の方からの注意を聞き入れない行為 

・公共施設等における不適切な言動 

 

学校では、連絡を受けるたびに現場に行き、事実確認を行い、生徒への指導、保護者への連

絡、家庭での指導依頼を繰り返し行ってきました。しかし、駆けつけてもすでに立ち去っている

場合もあり、十分な改善に至っていない事案もあります。 

 

この問題は学校だけで解決できるものではないため、５月１３日に、当該地域の町内会長・

支部長、津山警察署の生活安全課・交通課・地域課の署員、健全育成団体役員、民生委員・

児童委員役員、学校関係者などによる情報交換会を開催し、対応について協議を行いました。 

その中で、地域の皆様からは、 

「注意をすると言い返されたり、揚げ足を取るような言動があったりする」 

「複数人いる場合は怖くて声をかけられない」 

「安心して公共施設を利用できない」 

という切実な声が寄せられました。 

学校としては、地域の方々が危険を感じながら、対応する状況はあってはならないと考えてい

ます。そのため、地域、関係機関、学校の共通理解として、 

「迷惑行為、危険行為、違法行為を確認した場合は、ためらわず１１０番通報を行い、その後、

学校へ連絡する」 

という対応方針を確認しています。この内容については、文書でも周知しております。 

 

また、岡山県では、平成２７年４月３０日に、岡山県教育委員会と岡山県警察本部との間で

「学校警察連携制度に関する協定」が締結されています。この制度は、児童生徒の安全確保、

非行防止、重大事案の未然防止を目的として、学校と警察が情報共有や連携を行う制度です。 

本校においても、警察と連携し、情報共有や指導支援を受けながら、生徒の安全確保と健全

育成に努めています。また、警察の方にも学校の状況を把握していただき、連携体制を整えて
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います。 

子どもたちの健全育成は、学校だけでできるものではありません。ご家庭の理解と協力が不

可欠です。 

保護者の皆様におかれましては、 

・お子様の日頃の行動に関心を持つこと 

・学校からの連絡や指導内容を真摯に受け止めていただくこと 

・ご家庭で善悪の判断や責任ある行動について話し合っていただくこと 

・学校や関係機関と協力して子どもたちを育てていくこと 

を、改めてお願い申し上げます。 

 

なお、「まず警察ではなく学校が指導すべきではないか」「なぜ警察に連絡したのか」「誰が

通報したのか」といったご意見をいただくことがあります。 

しかし、学校として最優先すべきことは、その場の安全確保と法令に基づく適切な対応です。

生徒たちには、自分の行動には責任が伴うことを学ばせなければなりません。 

学校は対応を警察に任せて、決して指導を放棄しているわけではありません。現場での指導、

保護者との連携、関係機関との協議を重ねながら、生徒たちの成長を願って対応を続けていま

す。また、学校は、通報者を特定したり、通報そのものの是非を議論したりする立場にはありませ

ん。重要なのは、「誰が通報したか」ではなく、「どのような行為があったのか」という事実と、そ

の行為に対してどのように責任を持って向き合うかということです。従って、一部の意見や感情

的な主張によって学校の方針を変更したり、必要な指導や関係機関との連携を控えたりするこ

とはありません。 

また、学校の教育活動を支えてくださっている地域の方々、PTA 役員、関係機関の方々に対

する誹謗、中傷、威圧的な言動についても、決して容認できるものではありません。関係者の安

全と尊厳を守る観点から、必要に応じて関係機関と連携しながら適切に対応してまいります。 

 

結びに、学校は、すべての生徒が安全に、安心して学校生活を送り、将来、社会の一員として

責任ある行動ができるよう育てる責務があります。そのため、迷惑行為や違法行為、他者の安

全や安心を脅かす行為に対しては、決して曖昧な対応はいたしません。子どもたちの行為を安

易に正当化したり、責任を曖昧にしたりすることもありません。 

 

私たち大人が子どもたちに示さなければならないことは、「自分の行動には責任が伴うこと」

「社会のルールは守らなければならないこと」「間違ったときには、それを認め、正していくこと」

であると考えています。 

 

今後も地域、保護者の皆様と、関係機関と連携しながら、子どもたちの将来のために、毅然

とした姿勢で指導を継続してまいります。 

 

本日は、皆様からのご意見もお聞かせいただきながら、子どもたちの健全な成長につながる

有意義な会にしたいと考えております。どうぞよろしくお願いいたします。 


